
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

	  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 2 月	 

１４３ 

 

厜
吆
叻
向
咆
厝 

① 

叁
台
叉
叅
咆

位
叐
昭
和
又

年
厒
咇
位
叐
明
治

又

年
厒
咈
位
叐
室
町
時
代
叏
応

永
又

年
続
厯
叟
厹
叀
厓
戦
国
時

代
叉
厹
叇
叐
比
較
的
平
穏
叁
叄
叀

叏
又
厹
叨
厨
厭
厓
平
成
叏

年

叐
厒
第
咉
位
又
去
厓 

 

厦
叩
厦
叩
平
成
最
後
叏
年
厮
幕
開
厳
厹
叟
厹
叀
厓
咊
月
双
叐
厒
新
厹

厦
元
号(

厴
台
厶
厨)

双
代
わ
叫
叟
去
厓
厾
厵
又
厒
地
域
叏
方
双
新
厹
厦

元
号
双
入
叫
厾
厨
友
漢
字
一
文
字
可
予
想
厹
叇
頂
厯
叟
厹
叀
厓
直

筆
叏
一
文
字
可
元
号
吆
叻
向
叉
共
双
厬
届
厳
厹
叟
去
厓 

叟
厼
叐
吆
叻
向
厭
只
吐
吖
呎
吟
！ 

平
成
の
次
は
何
だ
ろ
う
？ 

︻
ク
イ
ズ
１
︼  

次
の
３
つ
の
う
ち
一
番

長
く
続
い
た
元
号
は
ど

れ
で
し
ょ
う
か
？  

①

昭
和  

②

明
治  

③

応
永((

お
う
え
い))  

→ 平和の次は
楽しみがいいと
思ったから。 
／伊藤学園６年 

 

厜
吆
叻
向
咉
厝 

② 

咆
位
叐

厘
永
厙
又

回
厒
厘
天
厙
叉
厘
元
厙
叐

同
率
咇
位
又

回
使
わ
れ
叇
厦

叟
去
厓
永
厱
続
厯
叟
去
叩
厨
双
厒

叉
叏
思
厦
厭
只
又
厹
叨
厨
厭
厓 

︻
ク
イ
ズ
４
︼  

今
ま
で
で
一
番
多
く
使

わ
れ
て
い
る
漢
字
は
ど

れ
で
し
ょ
う
か
？  

①

天  

②

永  

③

元  

 

厜
吆
叻
向
咇
厝 

① 

鎌
倉
時
代
叏

暦
仁
咁
叫
古
厱
双
台
咂
叐
厒
咆
咇
咈
咍

年

月

日
厭
只
翌
年
咈
月

日
叟
又
叏
わ
厼
厭
咇
呌
月
位
叁
叄
叀

厾
厨
又
去
厓
激
動
叏
時
代
叁
叄
叀
叏

又
去
収
厓 

︻
ク
イ
ズ
２
︼  

そ
れ
で
は
、
一
番
短
か
っ

た
元
号
は
、
ど
の
位
続
い

た
で
し
ょ
う
か
？  

①

約
２
ヶ
月  

②

約
６
ヶ
月  

③

約
９
ヶ
月  

 

厜
吆
叻
向
咈
厝 

③ 

年
大

化
叏
改
新
叏
叉
厯
双
日
本
叏

元
号
叐
誕
生
厹
叟
厹
叀
厓
咇
番

目
叏
白
雉
叏
後
厒
次
叏
朱
鳥

双
友
召
叟
又
叏
約

年
間
叐

元
号
厮
友
厭
叄
叀
厾
厨
又
去
厓 

︻
ク
イ
ズ
３
︼  

日
本
で
一
番
は
じ
め
に

定
め
ら
れ
た
元
号
は
何

と
云
う
で
し
ょ
う
か
？  

①

白
雉((

は
く
ち))  

②

朱
鳥((

し
ゅ
ち
ょ
う))  

③

大
化((

た
い
か))  

↑ 花が開くよ
うに明るい時代
になるといいな
と思い、花にしま
した。／母 

← 大きな安心を持てて一人一人が
夢や希望を見出せることがより増え
ますように予想しました。大きな変化
もあると思いますが、昔からの伝統や
日本人の優しさが継承していけるよ
うな時代になればと思いました。／母 

↓ 楽しいの「楽」身も
心もゆったりしている
こと。人々の苦が無く、
幸に満ちた一文字だと
思い願いを込めて選び
ました。／お米屋さん 

 

 

他
双
口
編
集
委
員
厭
只
厒
明
召
厦

未
来
厮
訪
れ
召
厵
叉
可
期
待
厹
叇

厜
光
厝 

少
厹
叐
広
厮
叫
躍
進
厹
叇

叜
厹
厦
厭
只
厜
弘
厝 

厜
栄
厝
卫
友
及

厮
厤
厮
叫
叟
厹
叀
厓
皆
厷
台
叏
予
想

叐
厦
厭
厮
又
厹
叨
厨
厓 

 

厶
協
力
頂
厦
叀
皆
厷
台
厒
厤
叫
厮

叉
厨
厶
厸
厦
叟
厹
叀
厓
新
厹
厦
時
代
厒

新
厹
厦
元
号
楽
厹
叠
又
去
収
厓 

厾
厹
叇
厒
残
叫
叏
平
成
口
平 

穏
双
過
厶
厽
叟
去
叩
厨
双
！ 

【角矢・平松・寺嶋・小師・森内・前田・大石・福永・嶋村】 

→ 前向きな漢字で小学生
にも書ける字が使われるの
ではないかと予想しました。 
   ／そろばん教室先生 

→ 心配や危険、
困難が無い穏や
かな状態を表す
時に使われる事
が多い漢字。願い
を込めて予想致
しました。 
／下神明天祖 
神社の神主さん 

← なぜなら強
い心、強い気も
ちが持てるかん
字かなと思った
からです 
／山中小２年 

← すがすがしい
清く正しくという
意味を込めまし
た。／八百屋さん 

→ 戦後、奇跡的な 
発展を遂げ経済成長 
をしてきた日本です 
が、経験したことの 
ない人口減少の時代 
を迎える事となりました。新しい価
値観によってさらに平和で豊かな
日本を創っていく。そんな想いで想
像してみました。／野球チーム監督 

↑ 現元号が
「平成」であ
り、その意思、
考えを引きつ
ぐということ
で「安」だと
思います。／
中学２年男子 

→ 画数が少なく書きやす
い。「いつまでも」「変わらな
い」「長い間」など時を表す
字でもあり元号にふさわし
い字だと思う。／２人娘母 

↑ みんなの願い 
や思いが天高く飛 
んでいき、かない 
ますように。 
／大井第一小３年 

→ 良い年に
なるように／
山中小３年 

→ この世に
伝説があらわ
れると思った
から 
／山中小３年 

↑ 天上から
の恵みで生か
されている思
いがある／書
道教室の先生 

← 安全、安心 
な時代という願 
いを込めて「安」 
にしました。 
／東急大井町駅の駅員さん 

↓ 誰もが持ってい
る真心を大切に、素敵
な未来を作っていけ
たらと思うからです。
／小学生母 

↑ 自分の字が入
っていたらうれし
いと思うから。 
／伊藤学園９年 

← 人にとって最も大切なの
は心ではないでしょうか。真心
や思いやり、物の中心など色々
な意味を表す字。今まで使われ
ていない字でもある。初めに
「シン」と使うと「S」になる
ので２番目以降かな… 
／畳屋さんの奥さん 

← 日本がこれから
五輪の色の様に様々
な彩りを持つ国に成
長して欲しい。 
／コンビニオーナー 

← 近年、地震
や台風など災害
にみまわれてい
るので、国民の
生活の安全、 
安心を願って！ 
／サッカー 
 チームコーチ 

↓ 「思いやり、いつくしみ、 
人の心」という意味がありま 
す。新しい時代は、争いがな 
くなり世界中の人々と共生し 
てゆけるようになってほしい 
という希望をこめました。 
       ／文房具店店主 
 

← 平和は 
 あん心して 
 くらせるから。 
 ／山中小３年 


